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文
楽
の
鑑
賞
に
役
立
ち
さ
う
な
こ
と
を
、
簡
箪
に
、
全

髄
的
の
事
に
つ
い
て
だ
け
書
い
て
見
よ
う
。

文
業
座
の
こ
と
ー
ー
人
形
浮
瑠
璃
の
組
織
と
そ
の
由
来

ー
舞
巖
の
こ
と
ー
ー
人
形
の
遣
ぴ
方
の
こ
と
ー
ー
ー
だ
い

た
い
、
そ
ん
な
順
序
で
申
上
げ
て
み
ま
せ
う
。

人
形
滑
璃
瑠
で
は
、
文
棄
が
た
っ
た
―
つ
の
偉
存
刺
園

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
地
方
的
、
郷
土
的
に
は
ほ
か
に
も

あ
る
が
、
常
設
劇
場
を
有
す
る
も
の
と
言
っ
て
は
な
い
。
．
“

け
れ
ど
も
、
文
棄
は
寛
政
年
度
、
お
ほ
よ
そ
百
五
十
年
ほ

ど
詞
、
淡
路
の
人
植
村
文
棄
軒
に
よ
つ
て
大
阪
に
生
れ
た

劇
場
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
こ
の
三
四
十
年
来
は
、
殆
ど

本
邦
唯
一
の
人
形
劇
圏
な
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
「
文
棄
」

が
「
人
形
淫
瑠
璃
芝
居
」
の
同
義
語
の
や
う
に
な
っ
た
の

も
嘗
然
で
せ
う
。
古
い
所
で
は
、
江
戸
に
も
大
阪
に
も
、

五
座
七
座
と
人
形
芝
居
が
あ
っ
て
、
歌
舞
伎
に
封
抗
し
、

時
と
し
て
は
、
享
保
か
ら
賓
暦
あ
た
り
ま
で
は
、
つ
ま
り

二
百
年
前
に
は
、
人
形
芝
居
の
は
う
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

普
通
に
、
三
業
よ
り
成
り
立
つ
と
言
は
れ
る
。
即
ち
、

浄
瑠
璃
を
語
る
太
夫
と
三
味
線
弾
き
と
人
形
遣
び
の
三
者

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
三
者
は
、
初
め
か
ら
一
緒
に
生
れ
て
登
逹
し
て
来
た

か
と
い
ふ
に
、
さ
う
で
は
な
か
っ
た
。

人
形
を
遣
ふ
と
い
ふ
こ
と
、
こ
れ
は
主
う
つ
と
古
く
か

ら
あ
り
ま
し
た
。
記
録
に
あ
ら
は
れ
た
所
で
は
、
遠
く
平

安
時
代
に
愧
儡
子
（
＜
ゞ
つ
ま
は
し
）
と
い
ふ
も
の
が
見

え
る
。
愧
儡
子
は
、
支
那
の
西
方
、
中
央
ア
ジ
ア
地
方
か

文

柴

鑑

賞

手

引

I'' 



ら
瀕
遊
し
て
来
た
街
頭
演
藝
人
で
あ
っ
た
ら
し
く
＂
、
平
安

時
代
と
あ
れ
ば
約
一
千
年
の
前
の
こ
と
に
な
る
。
浮
瑠
聘

は
足
利
時
代
中
期
の
登
生
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
五
百
年

の
歴
史
と
言
へ
る
で
せ
う
。
こ
れ
に
野
し
て
、
三
味
線
は

永
緑
年
中
に
、
疏
球
か
ら
泉
州
堺
港
に
輸
入
さ
れ
た
蛇
皮

線
の
本
邦
化
な
の
で
あ
る
か
ら
、
ザ
ツ
と
一
二
百
七
八
十
年

前
の
舶
来
棄
器
で
あ
る
。
先
づ
浮
瑠
璃
と
三
味
線
と
が
提

携
し
、
慶
長
の
初
年
あ
た
り
に
、
そ
の
羅
瑠
聘
と
人
形
遣

ひ
と
が
捏
手
し
て
、
浮
瑠
聘
と
い
ふ
物
語
を
、
言
は
ゞ
立

璧
的
に
空
間
的
に
演
奏
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
人

形
淫
瑠
璃
劇
の
濫
艇
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

併
し
な
が
ら
、
そ
の
浮
瑠
璃
界
に
竹
本
義
太
夫
が
あ
ら

は
れ
て
音
槃
上
の
大
成
を
試
み
、
作
者
近
松
門
左
衛
門
を

得
て
、
戯
曲
的
展
開
を
も
試
み
た
の
は
、
元
腺
時
代
の
こ

と
に
蜀
す
る
。
爾
来
二
百
五
十
年
間
、
人
形
淮
瑠
璃
芝
居

と
あ
れ
ば
義
太
夫
節
に
限
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た

こ
れ
は
来
歴
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
浮
瑠
璃
と
三
味
線

と
に
よ
る
演
奏
内
容
と
人
形
の
動
作
と
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合

致
し
て
、
三
者
諧
調
の
美
に
よ
っ
て
成
立
す
る
藝
術
な
る

貼
に
、
先
づ
御
留
意
あ
り
た
い
。

次
に
、
人
形
と
人
形
遣
ひ
の
こ
と
。
こ
れ
も
歴
史
的
に

言
ふ
と
、
暑
ツ
苦
し
く
な
る
か
ら
、
簡
輩
に
記
す
。

・
人
形
が
手
も
足
も
な
い
デ
ク
ノ
ボ
ー
か
ら
、
肩
板
が
褻

明
さ
れ
、
手
、
足
が
生
じ
、
口
や
眼
の
開
閉
や
眉
の
上
下

が
研
究
さ
れ
、
手
の
五
指
が
折
り
屈
み
を
す
る
や
う
に
な

る
ま
で
に
は
、
容
易
な
ら
ぬ
年
月
と
人
知
と
が
費
さ
れ
た

一
個
の
人
を
三
人
が
4

り
で
、
寓
質
的
に
遣
ふ
や
う
に
な

っ
た
の
が
享
保
十
九
年
の
「
薦
屋
道
満
大
内
鑑
」
（
葛
の

葉
の
狂
言
）
か
ら
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
今
日
か

ら
大
凡
二
百
年
前
に
あ
た
る
。
但
し
、
文
槃
座
で
も
ツ
メ

人
形
（
略
し
て
ツ
メ
）
と
呼
ば
れ
る
、
ご
く
下
ツ
端
の
役

柄
の
は
、
一
人
で
一
個
の
人
形
を
遣
ふ
の
で
、
原
始
形
式

の

人

形

な

の

で

す

。

＇

現
今
、
文
幽
杢
座
の
座
頭
と
呼
ば
れ
る
吉
田
榮
三
と
か
、

吉
田
文
五
郎
と
か
い
ふ
上
だ
っ
た
遣
ひ
手
、
｛
貴
盛
な
ら
賓



盛
、
お
園
な
ら
お
園
の
遣
ぴ
手
と
し
て
、
番
附
の
上
に
記

載
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
「
主
遣
び
」
と
呼
ば
れ
る
主
任
者

で
、
頭
と
右
手
の
動
作
を
受
け
持
つ
。
「
左
り
」
と
呼
ば

れ
て
左
り
手
だ
け
を
遣
ふ
人
が
一
人
、
「
足
遣
ひ
」
と
い

ふ
雨
足
の
動
作
を
受
け
持
つ
の
が
一
人
。
つ
ま
り
三
人
遣

ひ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
三
人
が
主
遣
ぴ
の
呼
吸
に

合
せ
て
動
作
せ
し
め
て
こ
そ
、
統
一
あ
る
一
個
の
人
形
と

し
て
演
技
す
る
の
で
、
こ
れ
が
ま
た
む
つ
か
し
い
。
足
遣

ぴ
だ
け
で
十
年
近
く
も
働
ら
き
、
そ
れ
か
ら
左
り
に
ま
は

り
、
や
が
て
主
遣
ひ
に
進
む
。

（
斯
く
し
て
敷
十
年
の
墓
逍
修
業
を
ま
つ
て

始
め
て
一
人
前
に
な
る
の
で
す
ー
編
者
ー
）

人
形
浮
瑠
璃
の
舞
豪
I
ー
~
そ
れ
に
も
幾
愛
遷
が
あ
っ
た

慶
長
以
前
の
愧
儡
子
時
代
の
は
、
所
謂
首
掛
芝
居
で
、
一

尺
巾
に
二
尺
か
二
尺
五
寸
限
度
の
長
方
形
の
箱
が
舞
棗
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
次
第
に
撰
大
さ
れ
て
、
明
治
座
の
舞
壼

で
も
歌
舞
伎
座
の
で
も
、
何
と
か
し
て
使
ふ
や
う
に
な
っ

た
。
現
今
の
大
阪
文
率
座
の
舞
豪
は
、
間
口
が
六
闇
よ
り

少
し
つ
ま
っ
た
程
度
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
は
、
三
四
間

か
ら
五
間
く
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
手
遣
ぴ
式

で
な
い
絲
操
り
式
の
は
、
も
つ
と
規
模
が
小
さ
か
っ
た
。

今
の
舞
豪
は
、
見
物
席
寄
り
に
一
二
尺
ほ
ど
の
幅
で
、
使

は
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
が
三
の
手
。
そ
れ
か
ら
船
底

と
も
呼
ば
れ
て
床
の
低
く
な
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
、
歌
舞
伎

の
平
舞
豪
に
該
嘗
す
る
部
分
が
一
一
の
手
で
あ
る
。
二
重
舞

豪
に
相
常
し
て
、
屋
内
に
用
ひ
ら
れ
る
、
最
も
奥
に
位
し

た
部
分
は
一
の
手
、
ま
た
は
本
手
と
い
ふ
。
元
来
は
本
手

と
い
ふ
本
舞
豪
だ
け
で
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
撰
大
さ
れ

て
二
の
手
三
の
手
と
見
物
席
の
方
へ
張
り
延
ば
し
た
か
ら

の

名

稲

で

あ

る

。

一

ま
た
、
太
夫
と
三
味
線
と
が
、
向
つ
で
右
側
へ
張
り
出

し
た
床
で
語
り
、
弾
く
。
即
ち
横
床
と
い
ふ
も
の
に
な
っ

l

た
の
も
享
保
年
度
の
こ
と
で
、
義
太
夫
近
松
頃
の
は
、
特

別
の
場
合
以
外
は
、
正
面
の
御
簾
の
内
側
で
語
っ
た
の
で

あ
る
。
人
形
遣
ひ
も
、
そ
の
頃
は
か
ら
だ
を
現
は
し
て
使

四



は
す
に
、
幕
の
蔭
か
ら
人
形
を
差
し
上
げ
て
遣
っ
た
も
の

で
、
「
蔭
語
り
蔭
遣
ひ
」
と
呼
ぶ
演
出
形
式
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
次
第
に
「
出
語
り
出
遣
ひ
」
と
い
ふ
形
式
に
移
行

し
、
結
局
今
日
の
や
う
な
演
出
形
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る

そ
れ
で
も
、
東
京
興
行
の
場
合
の
や
う
に
、
人
形
遣
ぴ
が

序
幕
か
ら
切
り
ま
で
、
黒
の
頭
巾
を
か
ぶ
ら
す
に
、
出
遣

ひ
ば
り
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
ご
く
近
年
に
な
っ
て
の

現
象
で
す
。
人
形
劇
と
し
て
見
れ
ば
、
人
形
遣
ぴ
は
頭
巾

を
か
ぶ
つ
て
ゐ
る
の
が
本
来
で
あ
る
こ
と
申
す
ま
で
も
あ

り
せ
ん
。

人
形
芝
居
と
い
ふ
も
の
は
、
世
界
中
に
分
布
さ
れ
て
ゐ

ま
す
。
未
開
師
開
の
民
族
を
問
は
す
、
甚
だ
廣
く
、
ま
た

古
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
日
本
の
や
う
に
寝
逹

し
た
も
の
は
、
殆
ど
類
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
淮
瑠
璃
と
い

ふ
昔
秦
は
別
と
し
て
も
、
「
個
名
手
本
忠
臣
蔵
」
や
「
菅

原
偲
投
手
習
鑑
」
の
や
う
ね
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
人
形

劇
豪
本
と
い
ふ
も
の
や
、
或
は
三
人
遣
ひ
の
人
形
で
複
裁

ヨ

月
刊
「
文
化
日
本
」
八
月
琥
所
載
）

百
仔
繁
俊
氏
稿
よ
り
抜
粋

な
演
出
を
す
る
が
如
き
も
の
は
、
．
嘗
て
な
い
と
さ
れ
て
ゐ

る。



竹

生

島

遊

覧

の

段

忠左小 寅
衛ま

盛太門ん 盛
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鶴豊竹豊豊豊竹竹竹豊竹

宗

澤澤本竹竹竹本本本竹 本

新播松駒富伊伊南和文

叶左路 島若 勢逹部泉字
太

衛太太太 太太太太太

門夫 夫夫夫夫夫失夫夫

解

題

「
源
平
布
引
瀧
」
全
五
段
、
寛
延
二
年
（
二
四

0
九）

十
一
月
竹
本
座
上
演
。
作
者
は
並
木
千
柳
（
宗
助
・
宗
輔
）

三
好
松
洛
の
合
作
。
材
を
「
平
家
物
語
」
「
源
平
盛
衰
記
」

中
の
清
盛
専
横
の
事
、
義
賢
義
平
に
討
た
る
事
、
義
仲
出

生
の
事
、
多
田
蔵
人
行
綱
の
事
、
闘
の
小
萬
の
事
、
清
盛

等
平
家
一
門
布
引
に
遊
び
し
事
、
賓
盛
が
白
髪
を
黒
に
染

め
赤
地
錦
の
直
垂
、
萌
黄
威
の
鎧
で
出
陣
し
手
塚
太
郎
金

刺
光
盛
に
討
た
れ
た
事
か
ら
と
つ
て
趣
向
を
立
て
た
も
の

や

さ

で
角
書
き
に
「
待
宵
侍
従
優
美
蔵
人
」
と
あ
る
。
全
鶉
の

源[

平:

郁

罪

躙

竹

生

島

遊

覧

の

段

瀬

尾

十

郎

詮

議

の

段

齋

藤

賓

盛

物

語

の

段

綿

繰

馬

の

段

昔

羽

山

の

段

、
鳥
弱
御
殿
松
並
琵
琶
の
段

紅

葉

山

の

段

........ 
ノ‘



紅

葉

山

の

段

鳥
莉
御
殿
松
並
琵
琶
の
段

昔

形

山

の

段

綿

繰

馬

の

段

齋
藤
賞
盛
物
語
の
段

瀬
尾
十
郎
詮
議
の
段

次中

--- - --------- ------
野竹鶴竹豊竹豊豊野竹鱈五面仔豊豊野竹豊竹鶴竹豊竹

切

澤本澤本澤本澤竹澤本澤竹澤本澤竹澤本澤本澤本澤本

八津寛 廣大仙呂吉相 和新父仙呂吉相廣隅友津新常
の津 叶
子治太

隅
太五

生 泉左字
太五

生若＿．磨子
寸太

太 太 太太衛太 太太 太 太

造夫郎夫助夫糸夫郎夫 夫門夫糸夫郎夫二夫郎夫郎夫

七

略
筋
は
多
田
蔵
人
行
綱
布
引
瀧
に
平
重
盛
を
射
損
じ
て
放

浪
し
、
近
江
の
百
姓
九
郎
助
の
聟
と
な
り
養
女
小
萬
と
契

る
。
後
折
平
と
稲
へ
て
木
曾
義
賢
の
奴
と
な
り
其
女
待
宵

に
思
は
れ
る
。
義
賢
清
盛
に
塵
迫
さ
れ
自
匁
す
る
や
蔵
人

は
共
室
葵
御
前
を
九
郎
助
に
托
し
て
駒
王
丸
を
生
ま
す
。

駒
王
を
召
捕
り
に
来
た
平
家
の
侍
齋
藤
賓
盛
の
述
懐
と
瀬

尾
十
郎
が
小
萬
の
貰
父
た
る
の
告
白
の
場
は
そ
の
三
段
目

の
切
に
営
る
。
（
「
賓
盛
物
語
の
段
」
或
ぴ
は
「
綿
繰
馬
の

段
」
）
績
い
て
原
作
で
は
行
綱
が
三
人
上
戸
の
一
人
藤
作

と
な
っ
て
鳥
花
御
殿
へ
入
り
込
む
と
、
妻
の
待
宵
も
官
女

と
な
っ
て
入
り
込
み
我
が
君
を
救
び
参
ら
せ
ん
と
す
る
と

い
ふ
場
面
で
あ
る
が
、
こ
の
四
段
目
は
今
日
に
見
る
様
に

、
改
作
増
補
さ
れ
て
、
行
綱
は
訟
並
桧
校
と
な
っ
て
入
込
み

三
人
上
戸
の
中
、
怒
り
上
戸
を
平
家
の
侍
難
波
六
郎
と
し

待
宵
の
代
り
に
娘
小
櫻
を
出
し
て
そ
の
折
檻
か
ら
訟
並
の

見
顕
し
に
な
る
と
云
ふ
筋
立
て
に
愛
へ
ら
れ
、
「
松
並
検

校
琵
琶
の
段
」
と
呼
ば
れ
る
様
に
な
っ
て
ゐ
る
。
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姓橋 郎
尾藤太 助手！羅藤

ま 御九仁瀬ま左盛竹の

十賓 郎郎惣女?患‘ 衛賓 生人
島形

姓屋ん郎盛前吉助 太房郎太ん門盛公遊

皇 覧役

員；割
大吉 桐吉吉吉吉桐吉桐 桐 桐 吉 吉 吉

追 小飛齋宗

田竹田田田田竹田竹

ぜ 紋光 紋

兵寸-・ 榮玉之文政玉太

い次郎 三蔵助枝龍徳郎

田

文

二

郎

田

玉

蔵

田

玉

市

竹

紋

十

郎

竹

紋

昇

梗

概

琵
琶
湖
、
竹
生
島
に
遊
ん
だ
平
宗
盛
の
一
行
が
勢
田
唐

崎
邊
り
へ
か
4

っ
た
船
上
だ
っ
た
。
矢
橋
の
方
か
ら
廿
才

餘
り
の
女
が
口
に
白
絹
を
哩
へ
て
、
抜
手
を
切
つ
て
泳
い

で
来
た
。
そ
し
て
其
の
船
に
助
け
ら
れ
た
。
救
は
れ
た
の

が
平
家
の
船
と
も
知
ら
す
。
そ
れ
は
、
平
家
方
に
追
は
れ

て
ゐ
る
源
氏
方
の
女
、
小
萬
だ
っ
た
。

折
柄
、
御
供
と
し
て
同
船
に
あ
っ
た
齋
藤
宵
盛
は
、
女

が
持
つ
白
絹
が
源
氏
の
白
旗
だ
と
見
て
と
る
や
、
矢
庭
に

大
刀
を
抜
き
放
つ
て
女
の
腕
を
切
り
落
し
た
。
白
旗
を
堅

ぐ
掴
ん
だ
片
腕
と
、
そ
の
死
骸
は
其
の
ま
＼
佃
虞
か
へ
流

れ
去
っ
た
|
ー

0

こ
4
は
琵
哲
湖
近
く
の
百
姓
九
郎
助
の
家
で
あ
る
。
九

郎
助
は
木
曾
義
賢
の
妻
葵
御
前
を
我
家
へ
匿
つ
て
ゐ
た
が

共
日
、
孫
の
太
郎
吉
に
誘
は
れ
て
網
打
ち
に
行
き
、
白
絹

持
っ
た
女
の
片
腕
が
掛
っ
た
の
で
持
つ
て
来
た
。
誰
れ
が

も
が
ふ
と
し
て
も
離
れ
な
か
っ
た
そ
の
白
絹
が
、
太
郎
吉

八



松

並

昔

桧
花

齋
藤
質
盛
物
語
の
段

葵

御

前

吉

齋

藤

宵

盛

吉

百

姓

九

郎

助

桐

九

郎

助

の

女

房

桐

倅

太

郎

吉

吉

駒

若

君

桐綿

繰

馬

段

齋

藤

賓

盛

吉

百

姓

九

郎

助

桐

九

郎

助

の

女

房

桐

倅

太

郎

吉

吉

瀬

尾

十

郎

吉

葵

御

前

吉

駒

若

君

桐

矢

仁

太

吉

山

段

校

吉

橋

惣

の の

田

玉

幸

田竹田田田竹竹田

紋 光 紋

玉之之榮文太政玉

徳助助三枝郎亀蔵

竹田竹竹田田

紋紋光

之文太政玉之

助枝郎亀蔵助

九

の
手
に
難
な
く
離
れ
た
、
よ
く
見
れ
ば
源
氏
の
白
旗
で
は

な
い
か
。
葵
御
前
始
め
皆
々
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
其

時
、
九
郎
助
の
甥
矢
走
の
仁
惣
太
の
訴
人
に
よ
り
、
平
家

の
侍
瀬
尾
十
郎
、
齋
藤
賀
盛
の
園
人
が
、
源
氏
に
ゆ
か
り

の
者
は
胎
内
ま
で
探
せ
と
云
ふ
消
盛
の
命
令
だ
と
出
産
の

日
を
待
っ
葵
御
前
を
召
捕
り
に
来
る
。
九
郎
助
の
妻
小
よ

し
は
、
先
刻
の
腕
を
葵
御
前
が
産
み
落
し
た
と
持
つ
て
出

る
。
｛
賀
盛
は
支
那
の
故
事
を
引
い
て
腕
を
産
ま
ぬ
も
の
で

も
な
い
と
瀬
尾
十
郎
を
な
だ
め
て
葵
御
前
を
救
ふ
。
｛
貫
盛

は
も
と
源
氏
の
侍
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
瀬
尾
は
思
ふ
所
あ

る
の
か
澁
々
戸
外
に
出
て
藪
蔭
へ
身
を
忍
ば
せ
た
。

賓
盛
は
そ
の
女
の
片
腕
を
見
て
思
ひ
営
っ
た
9

そ
し
て

竹
生
島
詣
の
折
、
船
中
よ
り
腕
を
切
つ
て
白
旗
を
水
に
沈

め
た
仔
細
を
涙
乍
ら
に
物
語
っ
た
。
太
郎
吉
は
突
然
栂
の

仇
と
賓
盛
を
脱
む
。
其
虚
へ
村
人
が
小
萬
の
死
骸
を
昇
い

で
来
た
。
｛
貰
盛
が
片
腕
を
胴
に
接
ぐ
と
不
思
議
や
小
ま
ん

は
息
吹
き
返
へ
し
太
郎
吉
を
抱
い
た
。
そ
し
て
共
ま
4
全

く
絶
命
し
た
。
九
郎
助
は
、
小
ま
ん
は
質
は
拾
ぴ
子
で
あ



越上難多平

田
中総波

蔵重

人 紅

次 五六
行

盛 葉

郎 郎郎 綱 卿

、竹田
竹田田

紋文

十五 門榮文

郎 郎造 三 作

山

，の

段
桐吉桐吉吉

烏
梵
御
殿
訟
並
琵
哲
の
段

松
並
桧
校
質
ハ
多
田
蔵
人
行
綱

仕
丁
平
次
宵
＾
難
波
六
郎

仕
丁
藤
作
｛
賀
〈
上
練
五
郎

仕
す
又
五
郎
貰
〈
越
中
次
郎

娘

小

櫻

紅

葉

の

局

若

葉

の

局

吉 吉桐桐吾桐吉

田田竹竹田竹田

万 紋 文

次
兵紋

十五 門榮

郎次司郎郎造三

谷

川

冷

水

多

田

蔵

人

行

綱

難

波

六

郎

桐吉吉

田

多

三

郎

田

榮

三

竹

門

造

鳥
梵
御
殿
へ
参
内
せ
ん
と
し
た
盲
目
の
琵
哲
法
師
松
並

っ
た
と
告
白
し
た
。
折
も
折
、
葵
御
前
は
男
子
を
生
み
落

し
た
。
賀
盛
は
名
付
親
と
な
っ
て
駒
若
丸
と
呼
ば
せ
た
。

九
郎
助
は
孫
の
太
郎
吉
を
駒
若
丸
の
家
臣
に
と
望
ん
だ
が

葵
御
前
は
何
か
―
つ
の
功
を
立
て
ね
ば
と
云
っ
た
。
そ
の

時
瀬
尾
十
郎
が
躍
り
出
て
、
故
意
と
太
郎
吉
の
手
に
か
＼

る
。
そ
し
て
自
分
こ
そ
小
萬
の
父
親
で
あ
る
事
を
明
し
て

孫
の
太
郎
吉
の
出
批
の
為
め
と
死
ん
で
ゆ
く
。

太
郎
吉
は
平
家
の
大
将
を
打
取
っ
た
と
云
ふ
手
柄
で
家

臣
に
取
立
て
ら
れ
た
。
｛
賀
盛
は
綿
繰
馬
に
打
ち
跨
っ
た
太

郎
吉
に
向
ぴ
、
や
が
て
母
の
仇
と
し
て
討
た
れ
よ
う
、
場

所
は
北
國
篠
原
、
そ
れ
を
棄
し
み
に
成
人
せ
よ
と
云
ふ
。

太
郎
吉
は
勇
み
立
っ
た
。

斯
く
て
木
曾
家
の
血
統
も
宵
盛
の
情
に
よ
つ
て
一
脈
を

保
ち
、
駒
若
丸
は
後
に
木
曾
義
仲
と
な
り
、
太
郎
吉
は
木

曾
義
仲
の
四
天
王
、
手
塚
太
郎
光
盛
と
な
っ
て
、
齋
藤
別

営
質
盛
の
墨
染
の
首
を
討
ち
取
る
…
・
:
・
:
0

1
0
 



桧
校
は
、
昔
羽
山
で
怪
盗
谷
川
冷
水
の
為
め
に
編
し
討
ち

に
會
っ
た
。
そ
れ
を
物
蔭
か
ら
見
て
ゐ
た
源
氏
の
武
氏
多

田
蔵
人
行
綱
は
直
ぐ
さ
ま
谷
川
冷
水
を
殺
し
て
検
校
の
仇

を
討
つ
。
桧
校
は
奇
し
く
も
源
氏
の
流
れ
を
く
む
者
で
、

盲
目
な
が
ら
も
行
綱
と
同
じ
く
清
盛
を
討
取
ら
う
と
そ
の

機
會
を
待
っ
て
ゐ
た
の
だ
。
そ
し
て
今
宵
そ
の
好
機
に
恵

れ
た
と
思
っ
た
の
が
こ
ん
な
事
に
終
っ
た
の
だ
。

斯
く
て
行
綱
は
自
ら
俄
盲
目
の
琵
哲
法
師
松
並
検
校
に

な
り
す
ま
し
て
鳥
花
御
殿
へ
忍
び
込
む
こ
と
に
な
る
。
併

し
平
家
の
武
士
難
波
六
郎
は
さ
つ
き
か
ら
こ
の
様
子
を
見

て
ゐ
た
…
…
•
•
•
O

鳥
莉
御
殿
に
君
を
慰
め
様
と
の
重
盛
の
計
ぴ
で
、
今
宵

松
並
桧
校
は
召
さ
れ
て
来
た
。
そ
れ
は
多
田
蔵
人
行
綱
が

姿
だ
っ
た
。
し
ば
し
一
間
に
待
っ
折
柄
、
小
櫻
が
案
内
に

来
た
。
小
櫻
こ
そ
行
綱
の
娘
で
、
漿
ね
て
妻
の
待
宵
と
共

に
宮
仕
へ
の
女
に
仕
立
て
4
御
殿
に
入
り
込
ま
せ
て
ゐ
た

の
だ
っ
た
。
行
網
は
娘
の
口
か
ら
、
妻
待
宵
が
清
盛
を
刺



さ
う
と
し
て
な
ら
す
、
敵
手
に
か
＼
つ
た
事
を
聞
き
無
念

の
涙
を
流
す
。
共
時
人
の
足
平
日
に
、
悟
ら
れ
じ
と
小
櫻
に

手
を
引
か
れ
奥
殿
さ
し
て
行
く
。
折
し
も
秋
も
末
、
仕
丁

三
人
庭
前
に
紅
葉
を
焚
い
て
酒
あ
た
4
め
て
酌
み
交
は
し

果
て
は
怒
り
笑
ひ
泣
き
の
三
人
上
戸
の
大
騒
ぎ
。
そ
の
中

の
一
人
平
次
は
酌
に
来
た
小
櫻
を
捕
へ
、
多
田
蔵
人
行
綱

の
娘
か
白
朕
せ
よ
と
、
果
て
は
木
に
く
4
り
つ
け
て
の
折

檻
。
丁
度
御
殿
を
下
つ
て
来
た
行
網
は
こ
の
様
子
を
見
て

援
け
よ
う
と
す
る
が
悟
ら
れ
て
は
と
我
慢
す
る
。
仕
丁
ど

も
は
愈
々
厳
し
く
折
檻
を
し
、
そ
の
上
行
網
に
琵
琶
を
所

望
す
る
。
行
綱
は
仕
方
な
く
一
曲
を
弾
す
る
。
平
次
は
ま

た
ま
た
小
櫻
を
資
め
つ
け
る
。
併
し
小
櫻
は
健
氣
に
も
目

前
父
の
行
綱
を
控
へ
乍
ら
決
し
て
白
朕
し
な
い
。
父
は
さ

す
が
に
悲
歎
の
思
ひ
に
沈
む
。
そ
の
油
断
を
見
す
ま
し
た

平
次
、
孵
に
仕
込
ん
だ
刀
を
以
つ
て
行
網
に
切
り
付
け
る

ー
ー
行
綱
は
平
次
を
蹴
倒
し
、
小
櫻
を
脇
に
抱
い
て
奥
庭

ヘ
駈
け
込
む
•
…
·
…
•

三
人
の
仕
丁
、
平
次
、
又
五
郎
、
藤
作
こ
そ
平
家
の
武

将
、
難
波
、
上
網
、
越
中
の
面
々
で
あ
っ
た
。

烏
窮
御
殿
は
忽
ち
修
羅
の
巷
と
一
轄
し
た
。

行
綱
一
人
の
奮
闘
も
こ

4

で
は
遂
に
空
し
か
っ
た
。

難
波
、
上
穂
、
越
中
を
随
へ
た
平
重
盛
の
温
い
情
け
に

一
旦
こ
の
場
を
外
し
て
他
日
戦
場
で
見
え
ん
こ
と
を
約
束

す
る
よ
り
途
の
な
い
多
田
蔵
人
行
綱
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
布
引
瀧
の
邊
り
で
、
重
盛
に
弓
を
射
か
け
て

仕
損
じ
た
往
年
を
思
ひ
起
す
の
だ
っ
た
。

賀
赤
に
燃
え
る
紅
葉
山
は
、
平
家
の
旗
よ
り
も
赤
か
つ

た。





（
前
略
）
去
ぬ
る
承
安
の
比
ほ
ぴ
、
御
在
位
の
始
つ
か
た
、
御
年
十
歳
許
に
も
成
せ
給

け
ん
、
餘
に
紅
葉
を
愛
せ
さ
せ
給
て
、
北
の
陣
に
小
山
を
第
せ
、
櫨
紅
葉
の
、
色
う
つ

く
し
う
紅
葉
し
た
る
を
植
さ
せ
て
、
紅
葉
山
と
名
附
て
、
終
日
に
叡
覧
有
に
、
猶
飽
足

．
せ
給
は
す
。
然
を
或
夜
野
分
は
し
た
な
う
吹
て
、
紅
葉
を
皆
吹
散
し
、
落
葉
頗
狼
籍
な

り
。
殿
守
の
伴
の
造
、
朝
ぎ
よ
め
す
と
て
、
是
を
悉
く
掃
捨
て

4
け
り
。
残
れ
る
枝
、

散
れ
る
木
葉
を
ば
振
豪
て
、
風
寒
じ
か
り
け
る
明
方
な
れ
ば
、
、
縫
殿
の
陣
に
て
、
酒
媛
て
た
べ
け
る
薪
に
こ
そ
し
て
ん
げ

れ
。
奉
行
蔵
人
、
行
幸
よ
り
先
に
と
、
急
ぎ
行
て
見
る
に
、
跡
形
な
し
。
「
如
何
に
。
」
と
問
へ
ば
、
「
し
か
ん
＼
＇
0

」

と
云
ふ
。
蔵
人
大
き
に
驚
き
、
「
あ
な
浅
ま
し
。
君
の
さ
し
も
執
し
恩
召
し
つ
る
紅
葉
を
加
様
に
し
け
る
浅
ま
し
さ
よ
。

不
鉗
、
汝
等
、
只
今
禁
獄
流
罪
に
及
び
、
我
身
も
如
何
な
る
逆
鱗
に
か
預
ら
ん
す
ら
ん
o.
」
と
、
歎
＜
慮
に
、
主
上
い
と

ゞ
し
く
夜
の
お
と
ゞ
を
出
さ
せ
給
ぴ
も
敢
へ
す
、
彼
へ
行
幸
成
て
、
紅
葉
を
叡
覧
な
る
に
、
無
り
け
れ
ば
、
「
如
何
に
。
」

．
と
御
尋
有
に
、
蔵
人
可
奏
方
は
な
し
。
有
の
儘
に
奏
聞
す
。
天
氣
殊
に
御
心
好
げ
に
打
笑
せ
給
て
、
「
林
間
媛
酒
燒
紅
葉

と
云
ふ
詩
の
心
を
ば
、
共
等
に
は
誰
が
教
へ
け
る
ぞ
や
。
優
‘
う
も
仕
り
け
る
物
哉
。
」
と
て
、
却
て
叡
感
に
預
し
上
は
、

敢
て
勅
勘
無
り
け
り
。
（
後
略
）

（
註
）
松
並
琵
琶
の
段
、
三
人
上
戸
の
件
り
は
、
右
に
掲
げ
た
平
家
物
語
の
一
節
を
骨
子
と
し
て
取
入
れ
た
も
の
で
、
こ
の
、
「
源
平
布

引
瀧
」
は
こ
の
他
「
平
家
物
語
」
及
び
「
源
平
盛
衰
記
」
中
の
有
名
な
挿
話
偲
説
を
巧
み
に
換
骨
脱
胎
し
て
全
段
の
趣
向
を
立

て
4

ゐ
る
。
尚
こ
の
引
用
は
山
田
孝
雄
校
訂
本
に
脈
っ
た
。

平
家
物
語
巻
六

紅

菓

¥
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た

一
五

こ

ひ

に

よ

う

ぼ

う

そ

め

わ

け

た

づ

な

慰
女
房
染
分
手
綱

道

中

双

六

の

段

重

の

井

子

別

れ

の

段

解

題

本
曲
は
賓
暦
元
年
二
月
（
二
四
―
-
）
大
阪
竹
本
座
上

演
。
作
者
は
吉
田
冠
子
、
三
好
松
洛
の
合
作
。
全
篇
は
、

東
山
の
段
、
涼
み
の
段
、
典
作
勘
常
の
段
、
重
の
井
訴
訟

の
段
、
道
成
寺
の
段
、
孝
行
の
段
（
沓
掛
村
）
、
恩
愛
の

段
、
道
行
、
親
里
の
段
、
道
中
双
六
、
重
の
井
子
別
れ
の

段
、
旅
籠
屋
の
段
、
欝
参
の
段
、
敵
討
の
段
の
全
十
―
―
一
段

か
ら
な
り
、
こ
の
中
、
重
の
井
子
別
れ
の
段
は
、
そ
の
第

十
段
目
に
嘗
る
の
で
、
俗
に
「
患
十
」
と
一
云
は
れ
、
ま
た

「
三
吉
愁
の
段
」
と
も
呼
ば
れ
て
ゐ
て
、
淫
瑠
璃
に
、
又

歌
舞
伎
に
度
々
上
演
さ
れ
、
人
口
に
膳
灸
さ
れ
た
一
段
で

あ
る
。こ

の
「
患
女
房
染
分
手
綱
」
の
原
作
は
賓
永
五
年
（
ニ

ま
っ
よ
の
こ
む
ろ

三
六
八
）
大
阪
竹
本
座
上
演
の
、
大
近
松
作
「
待
夜
小
室



璽
の
井
子
別
れ
の
段

乳

母

重

の

井

馬

方

三

吉

本
田
蒲
―
―
―
左
衛
門

調

姫

腰

輻

宰

領

宰

領
元

方ど 母

お

馬おお腰本調乳
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術

吉子子輻門姫井

重

の

吉吉吉桐吉吉吉

田 田田竹田田田

光紋 榮 文

玉玉之之玉三五

徳市助助幸郎郎

吉吉桐吉吉桐吉

田田竹田田竹田

榮 光紋文

三玉門之玉之五

郎枝次助幸助郎

道

中

双

六

の

段

人

形

役

割

節
」
（
後
「
丹
波
典
作
」
と
改
題
）
で
、
こ
れ
を
改
作
し

場
敷
を
多
く
し
、
筋
を
複
雑
に
し
、
舞
豪
上
の
技
巧
を
豊

富
に
し
、
お
家
物
式
に
仕
立
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

因
み
に
作
者
吉
田
冠
子
と
は
、
人
形
遣
ひ
の
非
常
な
名

手
初
代
吉
田
文
三
郎
の
作
者
名
で
、
新
作
溜
瑠
璃
の
趣
向

人
形
や
舞
豪
の
工
夫
な
ど
彼
の
獨
創
か
ら
敷
多
の
も
の
が

生
れ
、
現
在
の
人
形
芝
居
の
基
礎
は
彼
に
よ
り
作
ら
れ
て

そ
の
ま
ト
今
日
ま
で
偲
来
し
て
ゐ
る
。
（
「
義
経
千
本
櫻
」

の
源
九
郎
狐
の
人
形
衣
裳
に
源
氏
車
の
模
様
を
付
け
て
今

で
も
そ
の
衣
裳
の
ま
4
を
踏
襲
さ
し
て
ゐ
る
の
も
こ
の
文

三
郎
で
あ
る
。
．
）
謂
は
ゞ
、
入
形
三
人
遣
ぴ
の
大
成
者
と

も
、
且
つ
人
形
芝
居
の
基
礎
を
築
上
げ
た
人
と
も
云
へ
、

現
在
の
人
形
遣
ひ
が
姓
と
す
る
「
吉
田
」
の
流
祖
で
も
あ

る
。
斯
の
道
の
歴
史
の
上
に
重
要
な
る
位
置
を
占
め
る
人

で
あ
る
。

梗

概

丹
波
の
城
主
由
留
木
家
の
息
女
調
姫
は
、
闘
東
の
高
家

入
間
へ
養
子
嫁
子
と
し
て
江
戸
へ
下
る
約
束
が
出
来
た
。

一
六





入
間
家
か
ら
は
奥
家
老
本
田
瀕
一
二
左
衛
門
が
迎
へ
に
来
て

用
意
萬
端
整
ぴ
、
い
ざ
出
立
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

所
が
未
だ
年
齢
は
僅
か
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
姫
君

は
、
こ
の
東
下
り
が
嫌
だ
と
俄
に
云
ひ
出
し
て
む
づ
か
る

の
で
、
お
乳
人
重
の
井
は
じ
め
腰
元
た
ち
は
、
手
を
つ
く

し
て
慰
め
た
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も
御
槻
嫌
が
直
ら
な
い

の
で
一
同
困
り
は
て
＼
し
ま
っ
た
。

そ
こ
へ
、
丁
度
姫
君
と
同
じ
年
頃
の
馬
子
の
一
二
吉
と
云

ふ
も
の
が
、
東
海
道
道
中
双
六
と
や
ら
を
弄
ん
で
居
る
と

云
ふ
こ
と
が
聞
え
る
の
で
呼
び
寄
せ
て
姫
君
の
御
機
嫌
を

と
ら
せ
や
う
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

―-

i

吉
は
御
前
近
く
の
縁
先
へ
来
て
、
望
ま
れ
る
ま
4

に

道
中
双
六
の
総
解
き
を
、
こ
と
ば
面
白
く
囃
し
た
て
、
東

國
の
珍
ら
し
い
物
語
を
す
る
の
で
す
つ
か
り
姫
君
の
お
氣

に
入
り
、
直
ぐ
に
も
東
へ
下
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
か
う
し
て
頑
是
な
い
姫
甘
が
東
へ
下
る
と
御
意

あ
っ
た
の
は
佃
と
云
つ
て
も
、
馬
方
三
吉
の
手
柄
で
あ
る

お
乳
人
重
の
井
は
、
そ
の
褒
美
に
と
御
前
か
ら
下
さ
れ
物

の
菓
子
や
、
な
に
が
し
の
錢
を
三
吉
に
典
へ
た
。

す
る
と
突
然
、
三
吉
は
「
由
留
木
殿
の
お
乳
人
重
の
井

さ
ま
と
は
お
前
か
、
そ
ん
な
ら
お
れ
が
母
様
」
と
な
っ

か
し
氣
に
抱
き
附
か
う
と
す
る
の
だ
。
重
の
井
は
、
こ
の

小
さ
な
馬
方
が
わ
が
子
と
は
、
ま
さ
か
と
驚
く
の
だ
っ
た

が
、
し
か
し
、
胸
に
覺
え
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
っ

た。
話
は
十
年
の
む
か
し
に
潮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
由
留
木
家
の
家
老
伊
逹
典
―
―
―
兵
衛
の
倅
に
典
作
と

云
ふ
も
の
が
あ
っ
た
。
重
の
井
は
能
師
竹
村
定
之
進
の
娘

で
、
腰
元
と
し
て
御
殿
奉
公
を
し
て
居
る
中
、
典
作
と
何

時
か
離
れ
が
た
な
い
仲
に
な
り
、
そ
の
間
に
典
之
助
と
云

ふ
国
の
子
さ
へ
も
う
け
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
不
義
の
こ
と
が
顕
れ
、
悪
者
の
議
言
に
よ
つ
て
典

作
は
故
國
を
追
放
さ
れ
、
馬
方
に
ま
で
零
落
し
て
し
ま
つ

た
。
重
の
井
は
父
親
の
定
之
進
の
申
繹
の
切
腹
に
よ
り
、

典
作
と
別
れ
、
そ
の
後
再
び
靡
参
し
て
、
姫
菩
の
お
乳
人

一
八



と
な
っ
た
の
だ
。

今
此
慮
に
馬
方
三
吉
か
ら
、
栂
様
と
す
が
り
つ
か
れ
、

そ
の
身
の
上
を
間
か
さ
れ
、
證
腺
の
守
り
袋
ま
で
見
せ
ら

れ
て
み
る
と
、
三
吉
は
ま
さ
に
我
が
子
の
典
之
助
に
疑
ぴ

は
な
か
っ
た
。

三
吉
は
現
在
父
親
の
典
作
と
も
別
れ
、
幼
な
い
身
で
近

江
の
石
部
に
馬
方
奉
公
を
し
て
居
る
の
だ
。
そ
の
望
み
と

云
ふ
の
は
、
父
親
を
尋
ね
出
し
、
親
子
一
二
人
水
入
ら
す
で

一
日
で
も
暮
し
た
い
と
云
ふ
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た

重
の
井
は
胸
も
く
だ
け
る
ば
か
り
、
現
在
我
が
子
に
馬
追

ぴ
を
さ
せ
、
お
の
れ
は
お
乳
人
よ
と
衣
裳
を
着
飾
つ
て
居

る
心
苦
し
さ
、
し
か
し
今
の
場
合
苺
子
と
名
乗
っ
て
は
、

姫
君
の
お
名
に
も
障
る
こ
と
、
た
ゞ
氣
も
氣
れ
て
む
せ
び

泣
く
の
で
あ
っ
た
。

見
る
か
ら
に
賢
し
氣
な
三
吉
に
、
人
違
ひ
と
僻
つ
て
も

無
駄
な
こ
と
は
知
れ
て
居
た
。
諜
を
よ
く
話
せ
ば
、
と
今

ま
で
の
物
語
を
三
吉
に
詳
し
く
し
て
聞
か
せ
、
心
を
鬼
に

し
て
今
で
は
母
で
も
子
で
も
な
い
も
の
、
と
そ
の
ま
ふ
別

l

九

れ
や
う
と
す
る
の
だ
っ
た
。
一
二
吉
も
聞
き
分
け
て
立
ち
上

っ
た
が
、
そ
の
見
す
ぼ
ら
し
げ
な
後
影
に
又
こ
み
上
げ
て

来
る
悲
し
さ
は
、
世
が
世
な
ら
ば
千
三
百
石
の
批
取
り
の

こ
の
子
、
雨
風
雪
降
り
の
夜
道
に
馬
追
ふ
姿
も
偲
ば
れ
、

我
が
身
を
投
げ
伏
し
て
奉
公
の
身
の
浅
ま
し
さ
を
打
歎
い

た
の
で
あ
っ
た
。

時
に
奥
口
か
ら
、
姫
君
の
御
立
ち
が
知
ら
さ
れ
、
｀
乗
物

も
昇
き
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
三
吉
が
姫
君
の
お
伽
に
と
、
泣
く
泣
く
唄
ふ
、

「
坂
は
照
る
／
＼
｀
」
の
馬
子
唄
に
、
涙
を
嘴
ん
で
は
か
な

い
親
子
の
別
れ
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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解

題

安
永
四
年
九
月
（
二
四
三
五
）
、
江
戸
の
薩
摩
外
記
座

初
演
。
作
者
は
松
貰
四
、
吉
田
角
丸
の
合
作
。
全
曲
は
曲

輪
の
段
、
道
行
夢
路
の
二
つ
の
雁
、
屋
敷
の
段
、
祭
の
段

城
木
屋
の
段
、
評
議
の
段
、
鈴
が
森
の
段
か
ら
な
り
、
そ

の
中
城
木
屋
（
白
木
屋
）
と
鈴
が
森
が
有
名
で
あ
る
。

こ
の
劇
曲
の
材
題
と
な
っ
た
賓
説
は
、
初
演
の
年
よ
り

四
十
八
年
前
の
享
保
十
二
年
（
二
三
八
七
）
大
岡
越
前
守

の
裁
断
で
鈴
が
森
に
死
罪
と
な
っ
た
白
子
屋
お
熊
の
事
件

で
、
江
戸
新
材
木
町
二
丁
目
の
材
木
商
白
子
屋
庄
三
郎
の

娘
お
熊
は
、
又
四
郎
と
云
ふ
養
子
を
迎
へ
た
が
、
手
代
の

忠
八
と
姦
通
し
、
夫
の
又
四
郎
を
殺
さ
う
と
し
て
未
遂
に

終
り
、
お
熊
は
斯
く
し
て
市
中
を
引
き
廻
は
さ
れ
鈴
が
森

の
露
と
な
っ
た
。
こ
の
お
熊
の
引
き
廻
し
の
衣
裳
は
、
上

鈴

ケ

森

の

段

オお

三駿l

恩t

娘t
昔t
八茎

丈予

1
1
0
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に
黄
八
丈
の
大
格
子
、
下
着
は
白
無
垢
、
髪
は
島
田
に
結

ひ
上
げ
、
薄
化
粧
さ
へ
施
し
た
廿
三
オ
の
女
盛
り
、
手
に

は
水
晶
の
珠
敷
を
か
け
て
馬
上
に
荒
縄
で
く
4
ら
れ
て
行

く
光
景
の
凄
艶
さ
、
群
衆
は
、
先
廻
り
し
て
は
二
度
も
一
―
―

度
も
こ
の
美
し
い
科
人
の
姿
を
嗜
虐
的
な
眼
で
眺
め
入
っ

た
ー
ー
。
そ
れ
は
「
鈴
が
森
」
の
段
に
美
し
く
描
出
さ
れ

て
ゐ
る
。

こ
の
宜
説
か
ら
「
患
娘
昔
八
丈
」
は
生
れ
、
歌
舞
伎
に

入
っ
て
翌
安
永
五
年
三
月
、
中
村
座
で
上
演
さ
れ
、
書
替

狂
言
（
髪
結
新
三
）
も
出
来
る
に
至
っ
た
。

尚
白
木
屋
の
「
ソ
リ
ャ
聞
え
ま
せ
ぬ
オ
三
さ
ん
」
の
さ

わ
り
が
大
流
行
し
、
「
闇
の
夜
に
お
駒
と
お
駒
行
き
嘗
り
」

の
川
柳
も
よ
ま
れ
た
次
第
で
あ
る
。

尚
、
松
貫
四
は
、
「
患
娘
昔
八
丈
」
の
他
「
伽
羅
先
代

萩
」
の
作
者
と
し
て
有
名
で
、
別
に
玉
泉
堂
と
も
琥
し
て

繭
内
鬼
外
（
平
賀
源
内
）
と
の
合
作
「
神
震
矢
口
渡
」
他

の
作
品
が
あ
る
。
こ
の
松
貰
四
は
萬
屋
吉
右
衛
門
と
云
ふ

市
村
座
の
茶
屋
の
主
人
で
、
こ
の
萬
屋
は
古
く
か
ら
績
い



た
家
で
、
代
々
営
ヽ
王
は
吉
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
。
こ
の
萬

屋
の
娘
が
故
人
中
村
歌
六
と
夫
婦
に
な
っ
て
生
れ
た
の
が

今
の
俳
優
吉
右
衛
門
で
、
藝
名
を
付
け
る
時
に
母
方
の
誤

父
の
吉
右
衛
門
の
名
を
貰
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
中

村
吉
右
衛
門
の
先
代
は
萬
屋
吉
右
衛
門
で
、
そ
の
先
代
か

ら
何
代
か
昔
の
萬
屋
吉
右
衛
門
が
こ
の
松
貰
四
な
の
で
あ

る
。
血
の
つ
な
が
り
は
論
外
と
し
て
、
と
に
か
く
松
貫
四

は
吉
右
衛
門
の
先
祖
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
、
最
近
伊
原
青

々
園
博
士
に
よ
っ
て
褻
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

梗

概

白
木
屋
の
娘
お
駒
は
評
判
の
器
量
よ
し
。
髪
結
の
オ
―
―
―

と
は
人
目
を
忍
ぶ
懸
仲
で
あ
る
。
白
木
屋
も
家
運
が
傾
い

て
金
に
縛
ら
れ
て
喜
蔵
と
い
ふ
聟
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事

と
な
っ
た
。
親
逹
は
お
駒
に
因
果
を
含
め
、
末
は
野
と
な

れ
山
と
な
れ
、
オ
三
と
駈
落
し
て
も
構
は
ぬ
か
ら
と
に
か

く
祝
言
さ
へ
清
ま
せ
ば
と
ほ
の
め
か
し
た
。
オ
三
は
も
と

は
侍
で
、
家
賓
の
茶
入
詮
議
の
為
め
髪
結
と
身
を
や
っ
し

て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
茶
入
は
喜
蔵
の
手
に
あ
る
の

で
お
駒
の
手
で
奪
つ
て
哭
れ
と
頼
む
。
番
頭
丈
八
は
お
駒

に
き
つ
い
横
懸
慕
、
お
駒
に
勤
め
て
い
つ
そ
嫌
な
喜
蔵
に

毒
薬
を
盛
つ
て
自
分
と
一
所
に
な
れ
と
毒
葉
を
調
逹
し
て

く
る
。
お
駒
は
オ
三
と
添
ひ
遂
げ
た
い
ば
か
り
に
、
丈
八

の
云
ふ
ま
ヽ
に
喜
蔵
に
毒
を
盛
つ
て
、
夫
殺
し
の
罪
を
犯

す
|
|
。
と
云
ふ
白
木
屋
の
段
に
引
き
績
い
て
、
こ
の
鈴

が
森
の
仕
置
場
所
の
緊
張
し
た
舞
豪
と
な
る
。

今
日
は
夫
殺
し
の
大
罪
人
白
木
屋
お
駒
が
、
お
仕
置
き

に
な
る
と
云
ふ
の
で
大
勢
の
見
物
衆
が
青
竹
の
矢
来
の
外

へ
集
つ
て
騒
い
で
ゐ
る
。

お
駒
の
鉦
も
、
目
を
病
む
父
の
庄
兵
衛
も
、
娘
の
最
後

を
見
届
け
よ
う
と
維
踏
す
る
見
物
衆
の
中
に
混
じ
つ
て
ゐ

た。
群
衆
の
騒
ぎ
の
中
を
、
馬
に
く
4
ら
れ
て
し
ほ
／
＼
＼
と

お
駒
が
引
か
れ
て
来
る
。
人
々
は
あ
の
美
し
い
首
が
果
敢

な
く
も
切
り
落
さ
れ
る
の
か
と
惜
し
み
合
ふ
。

群
衆
の
中
に
父
栂
の
姿
を
み
た
お
駒
。
今
は
泣
い
て
も



悔
ん
で
も
詮
方
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
ゞ
、
我
が
身
の

不
運
を
泣
き
、
不
孝
を
詫
び
、
そ
し
て
死
に
4
行
く
身
に

患
人
オ
三
の
未
来
を
祈
る
お
駒
だ
っ
た
。

や
が
て
時
刻
移
つ
て
あ
は
や
お
駒
の
首
が
別
ね
ら
れ
様

と
す
る
時
だ
っ
た
。
髪
結
オ
三
、
賓
は
尾
花
オ
三
郎
が
番

頭
丈
八
を
引
き
く
4

つ
て
謳
け
付
け
た
。
手
に
は
お
駒
の

赦
免
朕
が
あ
っ
た
。

喜
蔵
こ
そ
茶
入
の
盗
賊
で
あ
る
こ
と
が
丈
八
の
口
か
ら

判
明
し
、
お
駒
は
殺
し
得
で
赦
免
と
な
り
、
茶
入
は
目
出

度
く
オ
三
郎
の
手
に
戻
る
。

お
駒
、
・
オ
―
―
一
の
前
途
は
明
る
か
っ
た
…
…
・
:
0

◇
「
壺
坂
」
初
演
年
代
に
就
い
て
◇

嘗
座
十
月
興
行
の
本
番
附
「
壺
坂
」
の
解

氏
の
説
に
従
っ
て
明
治
十
六
年
と
誌
し
主

氏
も
後
年
そ
れ
に
従
は
れ
た
由
、
木
谷
氏

か
ら
御
注
意
を
戴
き
市
し
た
。
こ
A

に
改

め
て

iiTIE
致
し
ま
す
。
尚
こ
の
種
諸
賢
の

御
敦
示
を
今
後
と
も
御
願
び
申
し
宅
す
。

明
ら
か
に
明
治
十
二
年
の
誤
り
で
、
石
割

し
た
が
、
木
谷
蓬
吟
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば

題
中
に
そ
れ
の
初
演
年
代
を
石
割
松
太
郎

）
＼
ー
、
＼



活

き

た

俳

優

は
ど
ん
な
に
天
稟
が
あ
っ
て
も
そ
の

演
す
る
想
像
の
劇
に
無
理
な
要
素
、

何
か
し
ら
貫
際
の
日
常
の
あ
る
も
の
を
交
へ
る
の
で
い
つ

も
我
々
の
氣
分
を
邪
魔
す
る
。
俳
優
は
畢
覚
個
想
に
止
ま

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
人
形
は
所
作
か
ら
取
入
れ

る
も
の
し
匠
か
に
は
生
命
も
、
動
作
も
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
物
語
に
つ
れ
て
生
き
る
、
恰
度
人
の
影
が
よ
み
が

へ
つ
て
自
分
の
や
っ
た
こ
と
を
す
つ
か
り
物
語
り
、
さ
う

し
て
そ
れ
が
追
憶
か
ら
次
第
に
現
賀
と
な
る
の
で
あ
る
。

俳
優
が
語
る
の
で
は
な
く

を
す
る
。
人
物
が
霊
感
の
化
身
と
な

つ
て
ゐ
る
。
事
と
物
語
と
の
間
の
は

つ
き
り
し
な
い
境
に
泳
い
で
ゐ
る
。
観
客
は
見
台
を
前
に

太
夫
が
語
る
す
べ
て
を
、
そ
の
人
物
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
う
し
て
太
夫
は
三
味
線
の
連
引
き
と
掛
幣
と
の
カ

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

言

葉

が

動

作 文

を
借
り
る
が
、
三
味
線
は
押
へ
つ
け
た
紳
経
の
震
動
を
加

へ
、
掛
院
は
何
と
も
い
へ
ぬ
咽
喉
を
絞
ろ
音
墜
に
よ
っ
て

場
面
の
感
動
を
表
は
す
ば
か
り
で
な
く
、
俣
想
の
人
物
の

生
存
慾
と
更
生
の
努
力
を
は
つ
き
り
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

人

形

は

幽

霊

の
や
う
な
も
の
だ
。
脚
を
地
に
つ
け

て
ゐ
な
い
。
人
も
こ
れ
に
躙
れ
な
い

し
人
形
も
躙
れ
や
う
と
は
し
な
い
。
そ
の
全
生
命
全
動
作

は
心
か
ら
起
る
の
で
あ
る
。
覆
面
ま
た
は
素
面
で
後
に
ゐ

る
人
形
遣
び
の
不
思
議
な
氣
合
か
ら
起
る
の
で
あ
る
。
こ

の
嬰
方
の
配
剤
か
ら
起
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
形
は
そ

の
表
現
で
あ
る
現
賞
が
極
め
て
巧
に
離
脱
し
て
ゐ
る
た
め

に
歴
史
が
少
し
も
不
純
な
分
子
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
全

＜
想
像
ど
瞑
想
と
の
中
に
展
開
し
て
ゐ
る
。
さ
う
見
れ
ば

別
た
行
方
で
は
あ
る
が
滑
瑠
璃
は
能
と
同
じ
目
的
に
到
逹

す
る
の
で
あ
る
。

ポ

ー

ル

・

ク

ロ
一四

ー

デ

Jレ



邪
智
深
き
瀬
の
杞
の
十
郎
に
が
笑
び
し
て

ム
、
ハ
ヽ
ム
、
ハ
、
ハ
、
、
、
エ
ん
だ
リ

栴
へ
た
り
、
日
本
は
扱
笠
唐
天
竺
に
も
肘

を
産
だ
例
は
な
い
は
い
は
と
の
か
い
の
賣

僧
め
ら
と
脱
み
廻
せ
ば
賓
盛
ア
イ
ヤ
例
し

な
い
と
は
申
ざ
れ
ず
か
A

る
ふ
し
ぎ
も
世

に
あ
る
事
、
ム
、
コ
リ
ャ
聞
事
、
か
A

る

例
が
何
閾
に
有
ホ
ウ
申
さ
ぬ
と
て
御
存
じ

あ
ら
ん
、
崖
土
楚
國
の
后
桃
容
夫
人
常
に

あ
つ
き
を
苦
ん
で
鐵
の
柱
と
い
だ
く
、
共

精
寮
術
つ
て
鐵
丸
を
産
、
陰
賜
師
古
ふ
て

剣
に
打
す
、
干
将
莫
邪
が
剣
是
な
り
、
察

瀬
尾
十
郎
詮
議
の
段

い
は
ぬ
が
怖
ぢ
ゃ
い
ふ
て
下
さ
れ
と
夫
婦

が
泣
き
出
す
心
板
を
思
び
嘗
つ
て
官
盛
、

扱
て
其
方
逹
が
娯
よ
な
、
聞
も
及
ば
ん
宗

盛
公
、
竹
生
島
詣
下
向
の
御
船
、
勢
田
、

崩
崎
の
方
へ
漕
ぎ
出
す
所
に
、
矢
橋
り
方

よ
り
二
十
餘
り
の
女
、
口
に
白
絹
を
引
く

佐

和

齋
藤
責
盛
物
語
の
段

す
る
所
葵
御
前
屯
常
に
積
衆
の
愁
ぁ
っ
て

導
引
絨
警
の
手
先
を
借
、
全
快
の
心
通
じ

自
然
と
牛
る
も
の
な
ら
ん
、
ハ
テ
あ
ら
そ

は
れ
ぬ
天
地
の
道
理
、
今
よ
り
此
所
を
手

牛
村
と
名
づ
く
べ
し
と
さ
も
有
そ
ふ
に
言

し
よ
り
、
今
も
其
名
を
言
偲
ふ
。

利

集

1

一五

は
え
、
ぬ
き
手
を
切
て
さ
つ

l
＼
と
、
浮

つ
沈
み
つ
泳
ぎ
来
る
ア
レ
助
よ
、
ア
レ
殺

す
な
ど
、
舷
叩
い
て
克
ぜ
れ
共
、
折
柄
比
ー

叡
の
山
蔵
、
柴
舟
の
助
も
な
く
水
に
溺
れ

る
不
憫
さ
に
―
―
一
間
櫂
を
投
込
で
、
念
な
ふ

御
船
へ
助
乗
せ
如
何
な
る
も
の
ぞ
と
尋
る

内
追
手
と
見
え
て
聰
々
に
、
其
女
こ
そ
瀕

氏
方
、
白
旗
隠
し
持
た
る
ぞ
や
そ
れ
奪
取

れ
、
奪
取
れ
と
呼
は
る
廃
を
間
し
よ
り
、

船
に
居
合
す
飛
彊
右
衛
門
飛
び
か
A

つ
て

も
ぎ
取
ら
ん
、
イ
ヤ
渡
さ
じ
と
女
の
一
念

若
し
ゃ
白
旗
平
家
へ
渡
ら
ば
末
代
ま
で
源

氏
は
埋
木
●
女
が
命
に
か
え
ら
れ
ず
と
、ふ

白
旗
持
た
る
肘
を
ば
海
へ
ざ
ん
ぶ
と
切
落

し
水
底
へ
沈
し
と
、
船
を
汀
へ
こ
ぎ
戻
し

骸
は
陸
へ
上
澁
し
が
廻
り
廻
て
此
内
へ
白

旗
も
ち
共
諮
り
し
は
、
親
を
慕
び
子
を
慕

び
流
れ
寄
っ
た
か
不
便
や
と
、
涙
交
り
の

物
語
。



共
後
手
塚
の
太
郎
母
が
筐
の
小
相
口
金
剌

取
っ
て
腰
に
ぽ
つ
込
み
綿
繰
馬
に
び
ら
り

と
乗
ヤ
ア
ー
＼
賓
盛
か
か
様
殺
し
て
逃
る

か
、
い
ぬ
か
、
も
ふ
お
れ
が
名
は
手
塚
の

太
郎
コ
リ
ヤ
こ
の
金
剌
の
光
盛
な
り
逝
ず

と
妥
で
勝
負
々
々
と
呼
は
つ
た
り
ム
、
出

か
し
た

l
＼
蛇
は
一
寸
に
し
て
其
氣
を
得

る
自
然
と
備
は
る
軍
の
廣
言
、
成
人
し
て

母
の
怨
、
顔
見
覺
え
て
恨
を
睛
ら
せ
、
イ

ャ

l
＼
申
孫
め
が
大
き
ら
成
る
中
に
は
其

許
様
は
額
に
緞
、
髪
は
白
髪
で
其
顔
雙
ろ

ム
ヽ
成
程
其
時
こ
そ
贅
髪
を
墨
に
染
め
若

や
い
で
勝
負
を
遂
げ
ん
、
坂
東
墜
の
首
取

ら
ば
池
の
溜
り
で
洗
ふ
て
見
よ
軍
の
場
所

は
北
國
篠
原
＼
加
賀
の
國
に
て
見
参
々
々

賓
に
其
時
に
此
若
が
恩
を
思
ふ
て
討
す
ま

い
生
き
永
ら
へ
て
居
っ
た
ら
ば
、
こ
の
親

父
め
が
御
旗
持
兵
糧
焚
は
私
が
役
、
首
切

ハ
イ

l
¥
l＼
イ
ヤ
申
し
お
局
様
宜
し
ふ

お
醗
を
お
つ
し
や
っ
て
下
さ
り
市
せ
と
額

を
土
に
一
―
一
人
が
一
―
―
拝
九
拝
悦
び
の
笑
を
ふ

く
み
て
紅
葉
の
局
奥
殿
さ
し
て
入
に
け
る

後
に
一
一
一
人
溜
息
つ
ぎ
、
ャ
レ

l
¥
(ど

え
ら
い
め
に
逢
ふ
か
と
案
じ
た
と
は
違
ふ

て
、
マ
ア
添
い

l
＼
ヲ
悦
び
事
に
一
ば
ぃ

松
並
検
校
琵
琶
の
段

役
は
此
の
手
塚
ホ
ウ
ム
、
、
ヽ
互
に
馬
上

で
む
ん
ず
L
g
g
み
雨
馬
が
間
に
落
る
共
、

老
武
者
の
悲
し
さ
は
軍
に
仕
つ
か
れ
風
に

ち
ゞ
め
る
古
木
の
力
も
お
れ
ん
其
時
手
塚

合
貼
々
々
終
に
首
を
も
か
き
落
さ
れ
篠
原

の
土
と
な
る
共
名
は
北
國
の
街
に
上
ん
さ

ら
ば

l
＼
と
引
別
れ
蹄
る
や
駒
の
染
手
綱

隠
な
か
り
し
弓
取
り
の
名
は
末
代
に
有
明

の
月
洩
る
家
を
跡
に
な
し
駒
を
早
め
て
立

蹄
る
。

ぜ
ふ
、
ソ
レ
憫
し
ゃ
藤
作
ヲ
合
貼
ぢ
ゃ

E

木
の
葉
落
葉
を
か
き
寄
ー
＼
吹
付
げ
焚
付

け
是
を
見
よ
、
綸
言
に
酒
を
曖
め
紅
葉
を

た
く
と
や
ら
、
殿
上
か
ら
御
赦
さ
れ
た
、

犬
井
抜
け
の
酒
盛
じ
ゃ
、
ヱ
ヘ
ヽ
ア
ハ
、

ヽ
ヲ
ホ
ヽ
ヱ
ヘ
、
ア
ハ
ヽ
ヲ
ホ
、
ハ
、
、

^
、
、
、
ハ
、
‘
‘
、
サ
ア
ー
＼
爛
も
よ

い
は
と
叉
五
郎
、
大
土
器
を
取
出
し
サ
是

で
一
っ
づ
A

や
ら
か
そ
ふ
マ
ア

l
＼
藤
作

か
ら
ハ
テ
年
役
じ
ゃ
、
叉
五
郎
始
み
や
い

の
、
ム
、
そ
ん
な
ら
我
等
か
へ
、
有
難
い

は
l
＼
ア
ハ
ヽ
ャ
待
兼
山
の
ほ
と
A

ぎ
す

籾
音
は
お
れ
が
利
酒
と
一
ば
い
引
受
ぐ
つ

と
呑
ア
／
ヽ
扱
ゑ
い
は

l
＼
こ
ち
ら
が
在
酒

と
違
ふ
て
イ
ヤ
又
格
別
ど
ふ
も
言
へ
ぬ
味

ぃ
ー
＼
と
舌
妓
な
る
は
瀧
呑
引
受
J

＼
藤

作
ち
ょ
っ
と
押
へ
う
か
い
、
然
ら
ば
平
次

が
間
い
た
そ
と
、
さ
い
つ
、
さ
A

れ
つ
敷

重
り
て
、
と
ろ

l.＼
目
、
藤
作
、
平
次
何

1

一六



と
思
や
る
、
さ
つ
き
に
は
し
ば
り
首
も
討

り
よ
か
と
思
ふ
た
に
、
火
入
ら
ず
を
下
さ

る
A

と
は
此
又
五
郎
有
難
ふ
て

l
＼
涙
が

こ
ぼ
れ
る
。

イ
ヤ
外
で
も
な
い
大
内
に
奉
公
は
す
れ
ど

終
に
其
琵
琶
と
や
ら
を
聞
た
事
が
な
い
、

何
と
愛
で
ち
よ
っ
と
弾
て
聞
さ
ん
せ
ぬ
か

ム
、
サ
ア
、
そ
れ
は
弾
れ
寮
い

l
＼
是
ば

か
り
は
機
嫁
ら
し
ら
弾
れ
ぬ
筈
じ
ゃ
テ
、

ヘ
ヽ
ヽ
ソ
レ
琵
琶
は
女
禍
氏
の
作
に
し
て

廉
承
武
よ
り
日
の
本
に
憚
る
十
二
の
律
管

に
五
昔
を
わ
小
ち
、
内
心
に
愁
有
ば
、
昔

律
に
現
は
る

4
四
筋
の
糸
の
善
悪
邪
正
ヤ

う
か
つ
に
は
イ
ヤ
サ
弾
れ
ま
い
、
お
れ
も

望
か
け
た
か
ら
は
琵
琶
が
な
ら
ず
ば
、
ヲ

ヽ
い
つ
そ
妥
へ
お
り
て
此
小
櫻
の
詮
議

し
て
下
ん
せ
ぬ
か
、
ハ
レ
や
く
た
い
も

な
い
琵
琶
は
安
だ
し
も
手
馴
し
業
、
胴
慾

な
げ
に
其
詮
議
が
、
ど
ふ
な
る
も
の
、
サ

ア
そ
ん
な
ら
一
曲
聞
し
て
く
れ
る
か
、
、
サ

ア
そ
れ
は
、
但
し
詮
議
し
て
く
れ
る
か
、

ム
、
ウ
そ
の
儀
は
、
琵
琶
を
び
く
か
、
詮

議
を
す
る
、
サ
ア
ー
＼

l
¥
l＼
御
坊
か

返
事
は
マ
何
じ
ゃ
い
の
と
否
と
言
さ
ぬ
詞

の
総
、
打
付
け
に
望
一
物
松
並
が
、
胸
に

漣
立
騒
ぐ
、
琵
琶
の
湖
水
の
て
う
し
口
掘

る
A

心
し
ら
せ
寮
じ
、
悟
ら
れ
吉
じ
と
是

非
な
く
も
手
に
取
上
る
琵
琶
の
昔
の
、
し

ら
べ
も
し
ど
ろ
恩
愛
の
血
筋
四
筋
の
糸
筋

に
、
い
ざ
ゃ
諷
は
ん
是
と
て
も
浮
批
は
夢

の
現
と
や
さ
は
有
ど
恩
愛
の
中
心
と
ゞ
杢

つ
て
、
腸
を
断
魂
を
う
ご
か
さ
ず
と
い
ふ

事
な
し
。道

中
双
六
の
段

こ
れ

l
＼
御
ら
ん
ぜ
ら
た
し
ゃ
ん
せ
、
是

こ
そ
五
十
一
二
次
を
居
な
が
ら
あ
ゆ
む
膝

1

一七

栗
毛
馬
は
い
し
ぃ
逍
中
す
ご
六
な
む
諸

佛
ふ
ん
し
ん
と
書
い
た
六
字
を
六
角
の
さ

い
は
櫻
木
花
の
み
や
こ
を
寮
ん
中
に
思
ぴ

？
＼
の
印
を
置
い
て
さ
ら
ば
こ
ち
か
ら
打

出
の
濱
大
津
ヘ
―
―
―
里
妥
で
ゃ
ば
せ
の
船
貸

が
出
舟
召
せ

l
＼
た
び
人
の
乗
お
く
れ
じ

と
ゞ
さ
草
津
お
姫
様
よ
り
先
づ
姥
が
餅
一

ト
ロ
ニ
タ
ロ
み
な
口
ど
ぢ
や
ぅ
踊
り
こ
ゑ

坂
へ
こ
す
の
も
さ
い
次
第
さ
い
を
ふ
れ
振

る

l
＼
や
す
ゞ
か
を
後
に
さ
が
れ
ば
主
け

生
い
と
せ
き
に
せ
き
よ
り
継
山
に
た
ば
こ

火
う
ち
の
石
や
く
し
お
つ
と
く
は
名
の
舟

渡
し
所
々
の
名
物
か
ふ
て
お
あ
し
つ
く

ー
＼
突
手
空
り
子
に
び
い
ふ

5
-―
―
い
よ
ふ

府
中
杖
尻
に
す
つ
と
と
ん

l
＼
ん
と
打
つ

た
る
沖
津
波
松
原
睛
る
4

膏
薬
か
ふ
て
月

を
す
び
出
せ
き
よ
み
寺
由
井
蒲
原
ゃ
吉
原

の
花
の
蒲
燒
名
物
の
鰻
の
肌
へ
沼
津
の
狙

三
嶋
こ
ゆ
れ
ば
箱
根
ヘ
―
―
―
串
さ
い
め
し
だ



い
闊
こ
ゆ
る
悪
い
め
ら
て
言
手
は
ん
を
取

に
元
の
京
へ
立
謁
る
が
つ
て
ん
か
ヲ
ヽ
の

＇
み
こ
ん
だ
小
田
原
う
ゐ
ら
ふ
大
磯
平
塚
藤

澤
の
さ
は
と
も
な
し
に
双
六
の
さ
い
さ
き

も
よ
し
門
出
よ
し
道
中
早
め
て
と
つ
か
は

と
い
そ
ぐ
程
が
谷
紳
奈
川
越
え
川
崎
を
越

え
品
川
こ
へ
布
つ
先
が
け
の
お
姫
様
一
ば

ん
が
ち
に
勝
つ
色
の
花
の
お
江
戸
に
つ
き

賜
ふ
一
の
う
ら
は
双
六
の
幸
有
り
悦
び
有

り
な
ぐ
さ
み
有
け
る
滸
巾
と
ど
つ
と
興
，
し

ぞ
入
賜
ふ
。

い
か
な
る
因
果
な
生
れ
性
、
現
在
我
子
に

馬
追
さ
せ
、
男
の
行
衛
も
知
ら
ぬ
身
が
、

母
は
衣
裳
を
着
飾
つ
て
、
お
乳
の
人
よ
お

局
よ
と
、
玉
の
輿
こ
乗
っ
た
と
て
、
是
が

何
に
な
る
こ
と

A
認
を
忍
び
て
泣
く
ば
か

り
、
子
は
生
れ
つ
き
賢
く
て
、
聞
き
わ
け

重
の
井
子
別
れ
の
段

あ
る
程
稲
泣
入
り
悲
し
い
話
を
聞
き
ま
し

た
0

ざ
り
な
が
ら
常
に
乳
批
が
申
し
た
は

乳
兄
弟
の
事
な
か
ば
、
緑
様
に
さ
へ
逢
ふ

た
ら
ば
、
父
様
も
出
肱
な
さ
る
A

由
、
御

訴
訟
な
さ
れ
て
く
だ
さ
れ
か
し
と
、
い
ヘ

ば
ち
ゃ
っ
と
目
を
お
さ
へ
。
ア
レ

l
＼

勿

骰
な
い
、
其
乳
兄
弟
は
言
に
ぬ
事
、
姫

君
様
の
関
東
の
養
子
嫁
子
に
お
下
り
、
高

い
も
び
く
い
も
姫
ご
ぜ
は
大
事
の
物
先
げ

他
人
の
戦
間
憫
、
一

1

一
吉
と
い
ふ
馬
追
が
、

乳
兄
弟
に
有
る
な
ど
A

、
ど
ら
妨
げ
に
な

ら
う
や
ら
蟻
の
穴
か
ら
堤
も
崩
る
、
轄
い

や
う
で
も
軍
い
事
び
そ
ー
＼
い
ふ
て
人
も

聞
く
、
先
づ
早
ぅ
出
て
く
れ
と
、
泣
く

l
¥

い
へ
ば
三
吉
。
ア
ヽ
母
様
あ
ん
杢
り
遠

慮
過
ぎ
市
し
た
、
先
づ
言
ふ
て
見
て
下
さ

れ
、
寮
た
言
と
る
か
聞
分
な
い
、
夫
の
事

我
子
の
事
母
に
如
オ
が
あ
る
も
の
か
、
合

貼
の
わ
る
い
聞
分
け
な
い
と
制
す
る
中
に

奥
よ
り
も
お
乳
の
人
、
ど
こ
に
ぞ
御
前
か

ら
召
し
寮
す
と
呼
ば
は
れ
ば
、
ア
レ
聞
き

ゃ
、
人
が
く
る
出
て
た
も
と
手
を
取
っ
て

引
出
だ
す
不
憫
ゃ
―
―
一
吉
し
＜

l
＼
涙
頬
冠

り
し
て
目
を
か
く
し
、
沓
見
寮
つ
べ
て
腰

に
つ
け
、
見
す
ぼ
ら
し
げ
な
後
影
コ
リ
ヤ

密
一
度
こ
ち
ら
む
き
や
、
山
川
で
怪
我
し

ゃ
ん
な
雨
風
雲
ふ
り
夜
逍
に
は
腹
が
痛
い

と
作
病
お
こ
し
、

1

一
日
も
一
＝
日
も
休
ん
で

煩
ら
は
ぬ
様
に
し
て
た
も
、
平
毎
な
物
く
は

ず
に
腹
痺
疹
の
用
心
し
ゃ
、
可
愛
の
形
や

い
た
ー
＼
し
ゃ
、
千
三
百
石
の
代
取
が
、

何
の
罰
ぞ
咎
め
ぞ
と
、
式
嚢
の
段
階
子
に

身
を
投
げ
伏
し
て
歎
き
し
が
懐
中
の
有
合

ふ
一
歩
十
―
―
-
、
巾
紗
に
包
み
是
嗜
み
に
持

つ
て
居
ゃ
と
、
涙
な
が
ら
に
渡
さ
る

A
o

―
―
―
吉
見
か
へ
り
恨
し
げ
に
母
で
も
子
で
も

な
い
な
ら
ば
病
う
と
死
な
ら
と
要
ら
ぬ
お

楷
び
其
一
歩
も
い
ら
ぬ
馬
方
こ
そ
す
れ
伊

1

一八



逹
の
奥
作
が
惣
領
じ
ゃ
母
で
も
な
い
、
他

人
に
金
貰
ふ
筈
が
な
い
エ
ヽ
胴
慾
な
母
様

覺
え
て
居
ざ
つ
し
ゃ
れ
と
、
わ
っ
と
泣
き

出
す
其
有
様
、
母
は
魂
消
え
い
り
て
、
養

君
、
お
家
の
御
恩
思
は
ず
ば
さ
て
一
人
子

’
 

を
手
放
し
て
何
の
や
ら
ぅ
ぞ
、
奉
公
の
身

の
浅
ま
し
ゃ
と
、
も
だ
え
焦
れ
て
歎
き
け

る。お
駒
は
顔
を
振
り
あ
げ
て
、
御
見
物
様
、

門
つ
れ
も
様
、
夫
を
殺
す
大
罪
人
、
さ
ぞ

憎
い
や
っ
、
大
腑
者
徒
ら
者
と
、
皆
様
の

お
憎
し
み
も
有
う
け
れ
ど
、
云
ふ
に
云
は

れ
ぬ
繹
あ
っ
て
、
夫
殺
し
の
科
人
と
、
死

恥
さ
ら
す
身
の
因
果
、
不
慇
と
思
し
一
逼

の
、
御
回
向
願
び
上
げ
寮
す
る
、
世
上
の

娘
御
様
が
た
は
、
此
駒
を
見
せ
し
め
と
、

親
の
赦
さ
ぬ
徒
ら
な
ど
必
ら
ず
必
ら
ず
遊

鈴
が
森
の
．
段

ば
す
な
、
ヱ
ヽ
可
愛
い
夫
へ
義
理
立
て
ば

1

一
親
に
歎
き
を
か
け
、
ま
た
親
々
へ
従
へ

ば
、
言
び
交
は
し
た
夫
へ
立
た
ず
、
果
は

斯
う
し
た
浅
間
し
い
、
此
世
か
ら
な
る
飼

の
山
、
身
を
切
裂
か
れ
憂
恥
ぢ
を
、
さ
ら

す
も
、
定
ま
る
因
縁
づ
く
約
束
事
と
諦
め

て
も
、

1

一
世
の
契
り
の
そ
の
人
と
、
一
胞

と
限
る
雨
親
の
、
も
し
ゃ
群
集
の
そ
の
中

1
、
見
え
は
ぜ
ぬ
か
と
伸
び
上
り
、
伸
び

上
り
て
も
竹
垣
の
、
透
間
が
く
れ
の
人
群

れ
に
、
目
も
泣
き
腫
れ
て
見
え
分
か
ぬ
、

心
を
思
び
諸
見
物
、
濡
れ
ぬ
袂
は
無
か
り

け
り
。

二
九

i¥ 



内案御席場御座業文

一
詰
食
堂

-
l
~
g
P

《良

g
H

宣 壼 侃 ~ 
、
、
、
、

御
観
覧
席
は
大
部
分
椅
子
席
に
な
っ

て
居
り
ま
す
か
ら
お
一
人
で
も
御
愉

快
に
洋
服
で
も
お
柴
に
御
見
物
が
出

来
、
ま
た
お
出
入
が
御
自
由
で
す
。

、
、
、
、

前
賣
切
符
：
壼
等
席
の
お
切
符
は
五

日
前
か
ら
殺
賣
致
し
ま
す
、
ま
た
五

日
以
後
の
お
切
符
も
壷
等
席
に
限
り

御
豫
約
申
し
上
げ
ま
す
か
ら
上
岡
の

座
席
表
に
依
つ
て
お
早
く
御
望
み
の

御
揚
席
を
お
申
し
込
み
に
な
れ
ば
お

心
の
ま
4

に
お
好
き
な
虞
が
御
自
由

に
と
れ
ま
す
御
用
命
の
お
節
お
呼
出

し
の
電
話
は

南
四
七
壷
壼
番
で
御
座
ゐ
ま
す

．．．． 

切
符
賓
場
右
指
定
席
切
符
は
嘗
日
前

賣
と
も
正
面
西
側
本
家
入
口
に
て
登

賣
し
て
居
り
ま
す

二
等
席
・
三
等
席
切
符
は
常
日
正
面

入
口
に
て
焚
賣
致
し
ま
す

゜
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阪録行合
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